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六甲出版刊・ブックレット『東E同文書院大学と愛知大学』
読者のみなさまから寄せられた
熱いメッセージ・第2編
（同文書院記念報第 l 号につづく）
－北九州市小倉南区ジャーナリスト
K氏（花才）
同文書院及び同大学出身者はもちろん、愛大及び中国に関心のある人にとっては有意義な書である。－宮崎県宮崎市無鴎
Yさん（凹才）
名古屋市立高校を今春卒業の孫娘が、愛知大学文学部社会学科受験を希望するのだと聞いている。然るに、私が東亜川文書院
M期生、親父が終戦まで書院の体操
教授兼寮監をやっていた等々 本人 知ったら、きっと吃驚仰天するであろう。若しこの孫娘が入学すると一一』代統く占院愛大二家ということになります。何とかこれが実現するよう、愛孫に激を飛ばしてやろう。－神奈川県相健康市元大学教員
Mさん（乃才）
藤旧佳久先生の小論に感銘を受けた。書院に閲する既刊の著書と異なり、学者としての着服点は、私には誠 鰭しく、これを正しく受けとめること でき 。－大限府吹田市元商社マン
O
さん
恥は同文書院制則（専）ですが、愛大には入学しませんでしたが、拝見しまして若き日の感激を新たにしました。ありとうございました。－京都府八縄市会社社長
T氏（伺才）
慎かしく、久しぶりに感動的な思いを味わった。測らずも元
NHK
解説委員小林
一夫君とは、同文書院一年入学時、同室で過ごした学友であるので、なお一層感
慨深く、春たけなわの江南の青春時代がよみがえる気持ちだった。－大阪府
m
市無聡
Oさん（刀才）
同文書院と愛知大学との結びつきを聞にして要を得たる冊子です。（当方書院制期卒業生です。）－兵庫県西宮市銀磁
Nさん（円才）
日中友好のための貴重な記録 ますます愛知大学が東亜同文書院の伝統を継がれんことを。－広島県福山市無聡
Tさん（花才）
小崎君と同期、川町則同文占院生です。どうか愛知大学に学ばれる諸君、書院の建学の制神、理念を理解して聞き今後 日中関係に有為の人材に成長 ください。日本の同話を船なうことなく、地大物博の中国に堂々と渡り合える硬骨の士となってください。－欄浜市鶴見区渇友会常務理
$K
氏（市才）
同則の諸兄より「よく出来ている」 の評判を聞いていた。息が入手した分は、直ちにインドネシア・ランサに肘る同級生に一読もせず送 てしまったので、ん
7
川藤川佐久教授からアンケート調先 台本としていただき拝読した。愛大の努力もあろうが、「誠によく出来 る」。紙面全面無駄なしの感銘を抱いた。－AX
知県盛橋市会社員
H氏（剖才）
東亜同文書院大学と愛知大学。私も愛知
4 I ~－~li·のみなさまから；九・せられた然いメノセーシ
大学法経学部経済学科を卒業したので、過去の学校史を読んで見ょうと思い購入しました
。創立鈎周年を
3年後にひかえ
、
東亜同文む院大学と愛知大 との関わりの認識を深めました
。
－機浜市栄区会社顧問
T氏（列才）
良くまとめである
。
特に小崎昌栄氏の税
減は全体像をとらえている
。
－
東京都世田谷区無暖
Uさん（け才）
実に簡明匹敵
に同
文献
V院と愛知大学との
関係が記述されており、感銘を受け 。今後の愛大生にとっても誇りと励みとなるこ主必至の好著と思う
。
また、全国高
校に頒布すれば愛知大学の学校案内にもなり、学生の志望校選択の指針にも役立つであろう
。
－兵庫県姫路市無聡
Oさん（鉛才）
よくまとま
った本です。東亜同文瞥院の
卒業生として、感激して読了しました
。
－姐岡県
久留米市無様白書ん
（MM才）
紫附しい本を出 いただき有錐く御礼申し上げます
。
生涯のいい本です
。
－兵庫県宝摩市会社員
H氏（白
山才｝
懐かしく読みま た
。
（束車問文作院大学
予科生として昭和引年
3月に内地へ引揚
げたことが、久 ぶりに想起させられた
。）
すでに学会の歴史より、廃校となってからの月日が長くなった今日
。往時事法々
作市川、可憐機柳傷心樹！－奈良県橿原市無聴
Tさん（防才）
割合によくまとめであると思う、ただし東亜同文住院の廃校により、他の学校に転校した者 ついては何も触れられていないが、かなりの数になったはずで、
一
時京大では京市此同文の院出身者が絞も多数を占めると言われた時があったように記憶する
。
－
兵庫県西宮市無磁
Uさん｛
ω才）
愛知大学の前
身ともいう
べき同文金院大
学の
こと
がよく判りました
。
旧制中学か
ら進学するおりに候補に上がった学校、旧高等時代、問文作院から転任してこられた教授に金一般論を習ったことなどを思い出す
。
戦後
均年、時
宜を得た刊行と考
えます
。
－徳島
県徳島市新聞
社
T氏
（ω才）
京市此阿文住院の終潟と愛知大学誕生との間の知ら
れざる数身の出来事を知り
、感
銘を受けた
。
・和敏山県図辺市無様
Wさん（引才）
東亜同文合院に対する一般の誤解（スパイ学校視する）を解明し、愛知大学との関係を再認識する上で、後めて明快に説明された点で惣義深いものがあ
。
－東京都町田市無暖
Nさん
（筋才
）
亡き夫の学び卒業した両校、夫の生前耳にした事柄や
一百裁が魁り、また知らな
か
った事も
ここで知
り
、今夏にこの
両校に
学ぶことのできた夫の誇りを ことができました
。
ついでながら、愛知大
学内に記念センターが設立され
、また本
館が関係者のご努力で保存されることになり忍んでおります
。
－三箆間開員弁郡大学教員
S氏
（ぬ才
）
内容はたいへ 良いものでしたが、もっとボリュームのある昔物にしてもよいように思います
。
戦前から戦後への教育巾ん
を背景にしてふくらませるとよい
。
－愛知県豊橋市農鍵
Kさん（
U才｝
私は昭和ゆ年
3月に旧制中学を・卒業しま
した
。一
度は東市民同文
mu
院大学へ受験し
ようかと決心しましたが、太平洋戦争の戦況を鑑み内地 出ることをあき めたいきさつを持っているので、胸を締め付けられる気持ちで
一挙に読ませていただ
きました
。年が若返った感じがします
。
－愛知県鐙嶋市学生ーさん（引才）愛知大学を知りたいという素
朴な
疑問か
ら
この本を
手にしました
。
巡った自でキ
ャンパスを歩く
こ
とになりました
。
－神戸市東灘区高校救助
K氏｛ぬ才）
日中友貯がますます
必裂ななか、災大
学
の先駆的な役割に敬意を表 ます。さらなる飛跳を期待しております
。
－
東京都中野区無様
Nさん（汚才）
旧制時代に愛大
一度訪れただけなので、
その実態は初期教職貝学生に訴しを聞いた程度 は恨めて貧弱な知識の昨日院
OB
で
す
。
何・卒、初心を忘れず、日中両国の友
釘促進に役立つ企画、図書刊行に尽力さ
iuJ ；虻，＇f院J己念IU 42 
れんことを願います
。
－愛知川時盟
関市
無
畷
ーさ
ん（引才）
私は
、
昭和
7
年
6月頃より附利
引年
4Hn
まで上海に住み
、昭和ゆ年に息ソナが義品川
隊に入り
、京市此同文品川川院の方述とガ
ー
デ
ン
プリ
γジの近くでご
一緒に仕事をして
いましたので
、東川比同文の院の文字が自
にとまり早速口求めました
。
こ
の本を読
んでな
お
一階
、懐かしきもあり感加熱量で
す
。
学校の方針も格別よく鮮りました
。
ありがとうご
5
いました
。一
昨年は中図
上海
、
蘇
州、
低利拘、南京
、
北京、問宏
、
武泌へと戦跡を，
qねてきました
。
－空
知県知多郡会社員
S氏
｛判才
）
とても内・谷のある良い本だと思いました
。
我々の世
代
の
一世代前の歴史と伝統とい
うものを感じました
。
中国と日本の立派
な教材です
。
地元の学校であるので、強
く興味を持ち何回も読みました
。
今後も
こ
のよ
う
な意義ある本を出版してくださ
、
。
しv．愛知県岡崎市
学生
N
さん
（辺才
）
この本を通じて、これほど伝統があると
は
：＼
勉強になりました
。
－M肝岡県鰐
回郡
会
社員
A
さん（
お才
）
久しぶりに母校の資料を拝見し、懐かしきでいっぱいで
ございます
。
四年間の楽
しい思い
山
がたくさん浮かんでまいりま
した
。
－東京都三鷹市
無斑
H
さん
（ω才）
主人が同文香院大学に戦争末期に入学
、
一
、
二年で終戦内地に帰り
、他
の大学に進みましたが
、同文住院で
受けたいろいろな知泳のおかげ
で
、
その後 人生も政か 人間愛に満
ち
たものでし
。
こ
の本を読ませてい
ただいて、それがよく解りま
し
た
。
主人は昨年
9
月
他界いた
しました
。
．東京
都練馬
区学生
Rさん（初才
）
中国人として
、中日戦争中にも上海
の能川 政械の地域に存続し
、
侵略に
荷担したことをどうしても見逃したくないが
、
その教訓は今後の中円い父
流の中では
、よく願みるべきだと忠
、「
ノ。－兵
庫県餐父郡自営撲
N氏（日記才）
以前より
、
同文性院
と
愛知大学の関係が
よく解らなかったの
で、
疑問がすっきり
しました
。
次回は
、
同文書院のれ市
一な資
料を公開していただけることを望みます
。
・長野県温尻市会社員
Y氏
（臼才
）
愛大と京市此間文科院のすべての資料及ぴ卒業生
の現況を集大成してください
。
と
にかく立派な本です
。
ありがとうござい
ます
。大切にし
ます
0
・名古
屋市
名東区学生
H
さん
（忽才
）
私の通っている大学でありなが
ら
、
知ら
ずに過ごしてきたことがたくさん舟いてあり、改めて変大の股火と愛大の良さを発見した感じです
。
－名古
屋市南区高
校教員
K
氏
（応才
）
7月幻自の朝日新聞に
、一勝間愛大教授が
東亜同文枇
U院生の「大旅行」調査報告
3
をもとに、戦前の中間の記事が載り、門
紙
立をひきました（山脈問氏が知人ということもあ
っ
て
：・
）。
8Hn
幻
n
に久しぶ
り
に民
俗を訪問
、郷
土の冷間の捌の中で見つけ
ました
。
同文品川院に抱
いてい
たイメージ
がやや変わりました
。
文化教育の扇にお
ける提携は
、今後ますます重要と考えま
した
。
－情浜市港北区市聡
貝
G氏
（お才
）
ムμ花術大や京城帝大との閃辿についても、
必物が刊行され ことを虫みます
。
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－M肝岡県浜松市会社員
T氏（ぬ才）
私は昭和ロ年愛大経済学科卒
。
愛大のル
ーツ、東斑同文容院大学と愛大の関係がよくわかった
。愛大卒業生として誇りを
持って生きていきたいと思う
。
－鳥取県岩奨郡無聡
Y
さん
｛刀才
）
藤田佐久先生にお贈りいただいていた本舎を再読
、今もなお私の心に生きている
容院時代の学生生活を思い出しました。沓院建学の精神は愛大の中に生 て ることを知り
、心
強く絡しく思います
。
中
日提携、東班保全の粉神は子係後世に継承されねばなりません
。
ご執筆四氏の文
章まことに立派です
。
写真新
聞
等編集も
分かりゃすくよく出来ています
。子
孫知
友に頒りたい 思います
。
－
東京都大
図区会社顧
問
T氏
（花才
）
従兄弟を戦後すすめて愛大に入学させ、当時
小岩井浄先生が学長だったと覚えて
いる
。
位
ad
もだんだん愛大の値打ちを知
ってきている。－霊知県半国市書店主
H氏
（引才
）
私は学筋番号
36
E3
25
、
一年
制削学し
昭和
引年
3
月卒業した
。
第
二外国初を中
国語を選び
、大変緩しかった
。
専攻に進
まず、今思えば中国語をかじった事は大変良かったと感じる
。
中国語辞典編集委
員の今泉先生は、当時講師で発声練習教わりました
。
－名古屋市昭和区
会社員
M氏
｛ω才）
私は
、
海格的聞の校舎に入ったもので
、お
頁
－m
頁の
写真
はとても懐か
しく
、
文治
裳は住んでいたので特に懐かしく感じました
。
松
山窓の「馬店内
成虎
」の
一文は、
その場にいなかったがその通りだ
ったし、
川原君は
、大内院
長の外戚
である
ことは
知られてましたので、長崎の引き揚げは英断と恩われてました
。
伊藤先制艇の舎か
れたのは、
一九四四年頃の図舎館に、左
翼の本が沢山あったことからもうなづけます
。「書院
火」に、私の
一文があります
が、藤田教授 区分けの仕方は正しいと思って
。
ねは愛火へ行かず、旧制人
向
、名古屋大学と、友人と述、
7道を歩き
ました
。一
年たらずの
M同期生との交流が
一番深いのは不思設です
。私共は、「文治
報」という
小冊
子
を作
っています
。
－愛知県尾張旭
市
高校
教員
M氏
｛詑才
）
東亙同文借り院大学と愛知大学と つながりがよく理解でき
、
大変参考に
なりました
。
－般阜県本
出掛お自営鱗
T氏｛
ω才
）
私は同文性院第川町則生です
。
いつも
愛知大学務先生のかつては縁なき同文書院の研究発表に
一磁の驚きをも
って拝読しています
。
このたびの第
2集すばらしい出来です
。
各執筆者
の中国への愛怖が行聞から読み取れ、図を超えたヒュ
ー
マニズムに思わず
目頭が熱くなる
こともしばしば：
・。
中国で怒らし、中国の体臭が、ルみた啓院生ならではの名文です。「国際的数獲と視野」を目指す愛知大学生
、特に中国留学
体験者の発
表を
則侍しています
。
この
立
派なブックレ
ァトが米円以く存続す
る
ため
にもぜひお願いします。－霊知県西春日井お無畷
A
さん
（防才
）
教員共稼ぎの般締の出身校のル
l
ツを知
りたくて購入しました
。
良い参考になり
ました
。
毎年年始挨拶に来てくれますの
で、プレゼントしたいと思
っ
ています
。
共通の話題で飲み交せるこ を楽しみにしています
。
自に
留まればこれか
ら
も購
入します
。
－織浜市栄区商社股間
T
氏
｛円才
）
第
l集、第
2集とも、同文お院の肢史を
!”l JcM.；； ，：己念税 制
よくまとめてあって感激
c
畠曹舗前浜市青葉区然繊
Tさん｛ねオ）
同文寿院大学卒〈格制期生）として、実によく母校の実態をまとめ 頂いたことに感服します。朕史の流れとはいえ、母校を矢った者の淋しさが癒される思いです。脈々として愛知大学の 業生の心に受け継がれることを熱望するや切なるものがあります。引き続き質学のご努力を期待いたします。－名定問概市議怒区犬繁締結負
K氏｛玲才〉
東盟関文昨院大学の関経者に知人〈古い）が居り、そこと関絡 深いのが愛知大学だと伺っていましたが、具体的 りせんでした。そんなこともあり、とても興味深く読ませ ただきました
c
あり
がとうございまし っ－名古屋市昭和区無聡
Sさん（河才〉
東．組問文書院は怠の背存のすべてでし 。現在にいたり、往時を壊かしむのみ 、かえるすべはあ ません。－後知県北陰謀お無磁
Aさん｛鵠才）
夫が同文書院第将期生で、愛大お年の卒業でした。一九九二年に他界しました 、広と怠子のためにと思 本を入手いたしました。もう少し早く出版されていたならばと考えますと、残念でなりません
0
・愛知漂鶴岡櫛然破
SO
ん（汚才）
藤川住久教校に野史近代務の編集をご賠導していただいている 「中毘と 出会い」
を読んでいる。従弟の子供が、東亜間的文書院大学に入学、現地入隊し、抱日後愛犬を卒業した本人は、先年病死し話し合いもあまり模会がなかったのを残念に思っている。本人の兄も中国で戦病死〈父は南方で戦死）、小生も克が上機海外で戦死、ぞれ件以さておき今後の中国との夜り方を承知した ので読了したい。－岐阜県土絞市無電
TO
ん（花才｝
一，東組問文書誌と愛知大学円中同調査旅行記鋒第
l議「中間との出会い」も購読
した。詫時が娃・り感無張。－各省屋市内守山箆会役員
Hn氏｛詩才）
愛知大学の歴史と伝説 強く感 ました
0
．副長崎雌県西宮市大掌名管教授
Sさん｛詑才〉
「不幸な時代の奇容の記録」に特に感動。戦争中、反戦の 生たちは、同大学の点の諮るべき英様であると患います。同大学の教段でしたが、こ 記錨ほど詳しくは知りません 。－仙台市湾緩区大学教員
A
氏
中凶で育ったものとして、飽人事ぜなく本書を読みました。調発旅行の最来年頃の参加者で知人もおり、いっそう興味探いものがありました。同丈書院の伝統が愛大に引き離がれたことも、稀有な倒として興味があります。第
l
集の方も読ん
で見たいと思っていますが、まど手にしていません。－市原家総一一一鹿市
「第一集」に引き続いて間文書践の陛史の重み、諜さを感ずると同持に愛知大学のパックボ
i
ンを知与、誇り高く思います
0
．蛾出場碍舷阜市会役員
T氏〈柑才）
亡き父の青春時代を過ごした京張同文持長大学について‘少しでも知るこ ができ、身近なも となってきた。卒業生も少なくなりつつある今、当時
C£
緑を次
の計代に正しく伝えることが当甑の課題であり、この時に第…集、第二集 出版された努力に感謝 たい。大睦銀行論文についても、険 出 ていただければと願うのは小生だけだろうか：。－純資知県小牧市
a
－4宿学校教員
H円氏｛
mw才〉
第
i集に続いて第
2
集も平述購読しまし
た。私は、異羽ではなく上海 入学した判期の舟院生です。敗戦、引き絡げ、今一活難のやで「復学」した愛知大学
c
激動
の、凶窮を観めたあの時代の中で 豊橋市民にたいそう可愛がってい だいたことを忘れません。全くこの本 舎かれたとおり、愛知大学は「時代の誠人」なのです。・
2一鑓
m軸絞緩市会役員
HM
氏｛日明才）
母校のル
i
ツを知り、国際的視野の重要
性を再認識した当一度訪中したい
ο
－
m関路線開市会校校間
mA
氏（器時イ〉
一部、二誌とも大変感銘を受けて読ませていただいた。やげ院卒業生のお元気なうちに多くの記銭 残してくださることを
品wuumHO
氏｛約才）
45 J走行のみなさまから待せられた熱いメ y セージ
希望します。第三
、第四と絞けて発行し
てください
。
発行の皮に購入したいので
、
案内をいただくか値接お送りくだされば
・、
よろしくご手配ください
。
－霊知県盟
問
市会社員
W氏
（灯才）
「幻の名門校」東亜同文書院の概要が分かり
、非常に興味深く拝読しました
。
第
3
集の刊行を心待ちにして ます
。
－千葉県市川市会社員
S氏（列才）
間文住院 則生としては
、
どんな記事で
も懐かしい限
。
知ってる事はそうだな
と思い出し
、
古
い事はそうかと思う事し
九CM
ソ
。
－三
重県度会郡著述禦
K氏｛
目白才
）
大変立派な内容です
。
うすい本でありな
がら中味はずっしりと重く
、
印刷も
美し
い、風僚のある
一冊です
。
ただ
二
冊だけ
で終わることはないのでしょうか
、
ぜひ
後を続けてください
。
中西功はたしか
一一一
重
県出身ではないかと思います
。
満鉄と
の関係などで一慨 できませんか
。
－厳阜県各務原市大学聡同
T氏
（引才
｝
愛知大学在学中はきし 気にもとめ かった東班同文守院の概要と．さらに 愛知大学との関係がよく分かりました。来高肌同文書院 崇高な理念と不幸な述命を知り
、
その精神を受け継ぐ愛知大学の果
たす役割の大きさを感じました
。
－静岡県無聴
K
さん
「3院と愛大」を、この主によ
って改めて
認識させられた思いです
。
しかし、まだ
まだ多くの未知な事績を明らかにしていくことは容易で
は
ないでしょうが
、こ
の
センターこそが
一衣帯水に残された氷塊
を昨氷
、い
や融氷紛の役目をして下さる
ものと信じております
。
どうか今後とも
スず
γ
フ
－同様のご健闘をお祈りいたし
ます。－名古屋市干樋区会社員
1氏（印才）
亡くな
った父が東亜同文
官院大学の卒業
生であるので、どのような学校なのか知りたくて買ったが
、
学校そのものの内容
はあまり告いてなくて
、
ちょっとがっか
りでした
。
もう少しその
笑像を紹介して
ほしか
ったと思います
。
第
一集を読めば
と思いますが・
：
。
．鹿児島県鹿児島市高校教員
N氏
（川崎才
｝
質量な内容が多く、兵の日中友好のための資料となる
。
戦前の日中関係イコール
侵略
と思い込まされている若い人には特
に読んでもらいたい
。
全国の高等学校に
一冊づっ同窓会の資金を使ってでも得贈
してもらいたい
。
－愛知県海部郡会社員
M氏
（mm才
）
立派な卒業生が多くて感激
しました
。
．茨持県つくば市大学教員
O氏（
位才
）
中国部教育法を担
当
していることもあり
、
興味深く持続いたしました。第
l
集も上
京の
おり求めようと思
っています
。
－
名
古
屋帯名東区僧
侶
S氏
（幻才
）
第
l
集、第
2
集とも拝読いたし
ま
した
。
古い
OB
の
人々
の
レ
ポ
ー
トにより
、
向文
住院と愛知大学との関係はよく分かりましたが
、
現校の愛知大川戸子の学生がどのよ
う
に受け継いでいるのか知りたいもので
す
。
－愛
知県一
宮市会社
員
Y氏（
伺才
）
愛知大学の前身でもある東車問文書院の学生たちが
、中
国でどんな学生生活を送
り
、
また
、
戦後の苦難のゆで愛知大学が
設立されていったかを、面白く知る
こ
と
ができました
。
－愛知県岩倉市高校教員
K氏（
ω才）
母校の歴史（愛知大
）
についてですので、
多大な関心を持って
l
’
2
集とも読ませ
ていただいております
。
1 , ,1 丈 ，，，院z記念 lll 46 
例年
l
月以
降に努せられた感想文を
掲載しました
。
なお、『東亜同文書
院大学と愛知大学第
二集』
刊
行まも
ない
何年
1
月末
、東京神田の中国関
係専門性店「東方役店」閥べで『第二集」が
、ベストセラー第
二
位にラ
ンクされました
。
